
Ｍｅｍ･Fac･Ｆｉｓｈ.，KagoshimaUniv・

Vol、２０，Ｎｏ．１，ｐｐ、203～208（1971）

CO叩叩ogo〃の発生並に分布と塩分の関係について
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TheEffectofSalinityontheGerminationandDistribution
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Abstract

ＡｆｒｅｓｈｗａｔｅｒｒｅｄａｌｇａｅＣＯ"ZPSOPOgO〃wasstudiedontherelationtosalinitythroughthe

cultureexperimentandconsiderationofgeographicaldistribution･

Inthecultureexperiment，thesporeformationwasstimulatedaroundthesalinityof

lO銃，althoughthesporeliberationdidnotstimulate（Tableｌ)．Thesporesgerminated

betterintheｓａｌｉｎｉｔｙｏｆｏｖｅｒｌＯ銃，andthefavorablegrowthoferectfilamentswasobserv-

edinthelowsalinity（Table２)．Theliberatedmonosporesusuallygerminatedinbipolar

ortripolarmannerwithvariationsoftypeinthelowsalinity（Ｆｉｇ．１，ａ，ｂ，ｃ)．Inthe

mediumsalinity，theydividedirregularlyandgerminatedintodwarfplantlets（Fig.１，．)，

thenmanyerectfilamentswereproducedfromthebasalportion（Ｆｉｇ．１，ｅ)．lnthehigh

salinity，ｍｏｎｏsporesdividedintodaughtercellswhichgerminatedrespectively，ｂｕｔｄｉｄｎｏｔ

ｓｕｒｖｉｖｅｓｏｌｏｎｇ（Ｆｉｇ．１，ｆ)．

ThepublishedpapersonCompsOPogo〃indicatesomecollectionsfromtidalwater

(NICHOLS，1964）andhighchloridewater（SKuJA，1938)，andtheauthoralsofounditin

salinｅｗａｔｅｒａｎｄａｂｒｏｏｋｎｅａｒｓｈｏｒｅ・WhilethedistributionofthealgaeｉｎｔｈｅＫｗａｎｔｏ

Ｐ１ａｎｅｓｅｅｍｓｔｏｂｅａｌｏｎｇtheearlyaluriumshorelineofTokyｏＢａｙ（Ｆｉｇ．２)．

Fromtheseresultstheauthorconcludedthereproductionanddistribuｔｉｏｎｏｆｔｈｉｓａｌｇａｅ

ｍｉｇｈｔｈａｖｅｃｏｎｎｅｃtionwithseawaterorsalinewater．

⑰叩叩ogo〃は世界各地から約10種が報告されている（KRIsImAMuRTHY，1962)．我が国にも

CO叩叩０９０〃伽肋ＯＫＡＭ．（おおいしそう）が報告され，かなり広く分布している．原始紅藻とし

ては体制が複雑であるため形態学上，分類学上関心がもたれてきた．THAxTER（1900）ははじめ

てＣＯ〃叩ogひ〃の生殖について報告し，ＣＯ叩s叩０９０〃にはMacroaplanosporeとMicroapla‐

nosporeとがあり，Macroaplanosporeはそのまま発芽するが，Microaplanosporeについて

は性質を明らかにすることができなかったとのべている．その後KRIsHNAMuRTHY（1953）は

Macroaplanosporeの培養を行なうと同時に水草の葉上にある幼植物を観察して，その発生や形

態形成を研究し，分類・系統を論じている．更にNICHOLS（1964）は４年間にわたって継続的な

培養を行ない，この植物に関する詳細な検討をおこなっている．Microaplanosporeについては

THAxTER（1900）以外には観察されておらず，NICHOLS（1964）は２つの胞子の間は連続的で区別

できないと言っている．従って彼はMonosporeと呼んでいる．これより以前にKRIsHNAMuRTHY

(1953）はMacroaplanosporeをMonosporeと見なしている．
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以上のようにＣＯ叩s〃ogwzの形態については既に詳しく研究が行なわれているが，筆者は以前

この植物の胞子形成や発芽に培養液の塩分が非常に影響を与えることを認めた（昭和32年日本植物

学会大会講演)．その後更に実験をくりかえすとともに，「オオイシソウ」の分布を調べている間

に，その分布は屡々海水の影響を受けるような所にあり，また海から離れた所に出現している場合

も地史的に見ると旧海岸線上にあることが多く，塩分との関係はかなり密接であると考えられた．

これらのことについて室内実験の結果と自然の分布とを検討した．

1．塩分と発生の関係

ａ）材料及び実験：「オオイシソウ」は毎年同じ場所に発生するとは限らず，たまたま発生してい

るのを発見した時に採集して実験に用いるよりほかはない．実験に使用した材料は以下のものであ

る．即ち荒川河口（1950)，栃木市巴波川（1950)，武蔵野井の頭川（1954,1957)，三浦半島初声

（1957)，武蔵野・野川（1958)，鹿児島市玉里，鹿児島大学水産学部池（1969）等で採集されたも

のである．以上の中で荒川河口は常時海水にさらされており，三浦半島初声は海岸より１０メートル

位の所で荒天の折には容易に海水が浸入する所である．また鹿児島大学水産学部池は自家用水を注

いでいるが，この水はかなりの塩分を含んでいる．他はいづれも･湧泉を水源とした小川である．

種名についてはＣＯ叩叩ogo〃伽肋OKAM.(オオイシソウ）と同定されるが，KRIsImAMuRTHY

(1957）も言っているようにＣＯ叩岬ogo〃の種にはかなりの混乱があるように思われ，この種につ

いてもよく検討する必要があると思われる．

植物体は採集地の水とともに持ち帰り，よく洗って付着物をできるだけ除いてから実験に供した．

｢オオイシソウ」は生育場所によって大きさが非常にことなるが，水草などの葉上には長さ３ｃｍ前

後の，Monosporeが殆んど形成されていない小植物体が多量についていることが多いので，胞子

形成及び胞子放出の実験にはこのようなものを用いた．

長さが２０～30ｃｍの「オオイシソウ」の真中附近にはMonosporeが多量に形成されているこ

とが多く，このような部分をとって，漁過して土壌抽出液を加えた採集地の水に入れておくと，翌

日には多量のMonosporeが放出されている．これをスライドグラス上に付着させて発芽及び生長

の実験に用いた．

胞子形成の観察は，小植物体をそれぞれ塩分濃度の異なる各シャーレに入れて，翌日早朝に

Monosporeの形成状態を観察した．観察するとき植物体をシャーレからとり出すと，その後の胞

子放出に影響をあたえるので，シャーレに植物体を入れたまま低倍率で観察した．そのため胞子形

成の程度の表現は，胞子形成が認められなかったものを－，胞子形成がわずかながら認められたも

のを＋，胞子形成が一視野中に散見されたものを‐H－，多数のMonosporeが子嚢斑（sori）をなし

ているのが認められるものを舟とした．

Monosporeの放出量の測定はシャーレの下に敷いてあったスライドグラスを静かにとり出して

付着しているMonospore数をかぞえ，１０視野についての平均で示した．

発芽及び生長の実験には前記の淡水中で放出しスライドに付着したものを胞子形成のときと同様

に各シャーレに入れた．培養液の交換は５日毎に行ない，生長の測定ははじめの内は直立糸の細胞

数を数え，後は直立糸の長さをはかった．培養温度は室温で１５℃から２３℃である．光は室内の

自然光であった．

ｂ）実験結果：胞子形成と胞子放出の結果をＴａｂｌｅｌに示したが，胞子形成は塩分（salinity）
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0及び0.4％では認められず，０．８及び1.7％ではわずかに認められた．３．４脇ではかなり形成さ
れ，６．８ないし13.3％でもっともよく形成されるが，１６．６％ではわずかとなり，１９．９％以上では

高張の影響と考えられる細胞の収縮や色調の濃青緑色化があって胞子形成は見られなかった．即ち
塩分6.8％ないし１３．３％（海水含量20％ないし４０％）で「オオイシソウ」の胞子形成はいちぢる

しく助長されることは明らかである．

胞子放出は，塩分０及び0.4％では見られなかったが，これは胞子形成がなかったためで，天然

の胞子が充分に形成されているものは淡水中でも普通に胞子放出がふられる．０．７，１．７，３．４脇では

計測数は少ないが，これは胞子形成が少なかったためで，形成された胞子に対する放出率は非常に
よかった．６．８％ではもっとも多数の放出胞子が計測されているが，これは胞子形成が良かったた

めで，放出されずに植物体上に残っているものもかなり見られた．１０．１，１３．３，１６．６脇では胞子形

成が良いのにもかかわらず胞子放出は非常に悪い１９．９別以上では胞子形成がなかったために胞子

放出も認められていない即ち胞子放出に対して塩分は抑制的にこそ働いても助長的な作用はない

ことを示している．

Monosporeの発芽は放出後１日目には13.3％以上の塩分で起っているが，２３．３％以上では細

胞が縮した異常な形態を示している．２日目以後は日が経つに従って発芽は低塩分域で進行し，４

日目以後になると高塩分域の生長が悪くなり，１３．３％6より上の塩分では枯死しはじめる（Table

2)．最終的にもっとも生長のよいのは0.4及び0.8％のもっとも塩分の低いものであるが，純淡水

ではうまく生育しなかった．しかし塩分1.7脇から６．８％においては生長は悪いが長期間生存を続

けた．

発芽の様式は，基本的な型はMonosporeがはじめ２ケの娘細胞を分割し，親細胞は直立糸とな

って行き，一方娘細胞は仮根を出して付着器を形成する（Fig.１，ａ)．しかし娘細胞１ケ，時には

２ケとも直立糸になる場合（Fig.１，ｂ,ｃ）などの変化が見られる．低塩分ではこのような基本型
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またはそれに近い発芽が見られるが，やや塩分が高くなるとはじめに数ケの娘細胞を分割し，倭小

な発芽体となり（Fig.１，．)，その後基部から多数の直立糸を出す（Fig.１，ｅ)．更に高い塩分で

は，分割された娘細胞の各々が仮根を形成すると同時に直立糸を出す傾向を示した（Fig.１，ｆ）が

間もなく枯死した．発芽についてKRIsmvAMuRTHY（1953）は天然における発芽体を併せて観察
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しているので基部が発達する型を図示している．NICHOLS（1964）は非常に管理のよい培養のもと

での観察のためと思われるが，基部のあまり発達しないbipolargerminationを基本的なものと

してる．

2．Compsopogwzの分布と塩分

ＣＯ叩叩ogo〃は普通湧泉附近やかなり流れの強い水の澄んだ小川のセキショウモなどの水草の葉

上，あるいは水の激しく落下する堰の壁面などに繁茂しているので，純淡水産の特に清流を好む藻

類と考えられている．しかし詳細に生育地の状態を調べて承ると，塩分と密接な関係をもっている

場合が少なくない．

THAxTER（1900）はＣＯ叩sOpogo〃を数ケ所で採集しているが，その中でCocoanutGrove

及びＳｔ・John'ｓriver附近は海の潮汐の影響がある所である．彼はＣＯ叩sOPogo〃はFlorida

に広く分布し感潮域に生育することもあるが，実際には淡水が優越していて塩分の影響は殆んどな

いであろうと言っている．またHarverdの標本には西FloridaのHillsborough河の感潮域で

採集されたものがあると言う．一方SKuJA（1938）は西Ｊａｖａの1,300ｍ高所にＣＯ叩sQPogo〃が

産することを報じているが，かなりの塩分を含んでいることを併記している．

はじめにのべたように筆者も荒川河口，初声の小川のように海水の影響のある所や，鹿児島大学

水産学部池のように塩分を含む井水から採集しているが，神戸附近でも海岸近くで採集されたこと

があると言われ（広瀬私信)，また沖縄でも採集されているが沖縄は隆起サンゴ礁からなる地形で，

隆起面の下に多い湧水は多量の塩類を含んでいる．

一方関東地方において「オオイシソウ」の生育が認められた地点をたどってふると，いずれも洪

積台地上の低地かまたは台地の裾にあり，このことは荻島（1949）も指摘している．このような場

所は洪積台地と沖積平野との境界にあたり湧泉が多いが，また同時に後氷期において海面がもっと

も上昇した数千年前の海岸線であることが貝塚などの分布から明らかにされている（東木，1926）

(Fig.２)．このように旧海岸線に沿って「オオイシソウ」が分布することは興味あることである．
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更に関東地方で「オオイシソウ」が発見されている多摩川水系，荒川水系，巴波川はそれぞれ上

流に秩父古生層や葛生古生層の石灰岩地帯をひかえ他の河川水に比べて塩類の多い川である．

鹿児島市玉里は火山灰のしらす台地の下の湧泉から出ている小川があり，この小川の水は珪酸質

に富んでいて関東地方の川の水質とことなる．しかし旧海面がこのあたりまで上昇したであろうこ

とは標高や他の場所の古代人の遺跡の分布などから推測することができる．他の地方については詳

しい調査を行なっていないが，「オオイシソウ」の分布は主として海岸近くか，沖積平野，あるい

は洪積台地の下部ではないかと思われる．

3．考 察

実験の結果に見られたように，「オオイシソウ」は胞子形成及び発芽に対して塩分が非常に促進

的に作用し，また塩分を含む培養液中で長く生存すると言うことは，この植物が強い塩分適応性を

もっているとも考えられる．しかし発芽の様子を見ると単なる塩分適応と考えることのできない点

もある．即ち発芽が高塩分になるにつれて娘細胞それぞれが直立糸と仮根を出すようになること

は，娘細胞がMonospore化したと見なすことができる．即ち高塩分による胞子形成の促進作用

は，発芽に際して娘細胞のMonospore化となってあらわれていると考えることができ，これは塩

分適応と言うよりむしろ生活環において塩分の影響を適当に受けることがこの植物の繁殖を助ける

と考えることができる．このことを裏書きするように天然における分布も海水の影響のあるような

所，あるいは塩類を多く含む水系に多いしかし海水や塩類と関係が考えられないような例外もか

なりあり，海水または塩類は必要条件であるかどうかは明らかでない．

胞子放出は低塩分域でもっとも放出率が良いと思われるが，THAxTER（1900）やKRIsHNA‐

MuRTHY（1953）が観察しているように，Monosporeは胞子蕊から脱出する際に膨潤し，その圧

力によって雲から押し出されるので，多少の塩分を含む高張液ではMonosporeの吸水膨潤が充分

でなく，そのために放出率が悪くなるのであろう．

文 献

1．東木竜一（1926)：地形と貝塚分布より見たる関東低地の旧海岸線(1)-(3)．地理学評論，２(７，８，９)，

507-607,659-678,748-773.

2．KRIsHNAMuRTHY，Ｖ・（1953)：OntheStructureandReproductionoｆａＣｏ碗psOpogo〃from

Madras・PAJﾉ”碗O"ﾙO/O”’３(4)，369-376.

3.-（1963)：TheMorphologyandTaxonomyoftheGenusCo"ZPsOPogo〃MoNTAGENE・Ｊｏ”・

Ｌｊ""・ＳＯＣ.，Ｌｏｎｄｏｎ，58,207-222.

4．NICHOLS，Ｈ・WAYNE（1964)：CultureandDevelopmentalMorphologyofCompsQPogo〃coe‐

ｒ"伽８．４ｍ”．』o”．Ｂor.，５１(2)，180-188.

5．荻島睦巳（1949)：武蔵野の小川におけるオオイシソウの分布．採集と飼育，１１(8)，228-229.
6．SKuJA，Ｈ・（1938)：DieSiisswasserrhodophyceenderdeutschenlimnologischenSunda-Expedi‐

tion．〃C〃．Ｈｙ〃O6jOﾉ.，Suppl・Ｂｄ、15,603-637.


